
令和６年７月４日（木）
松本市保健所 食品・生活衛生課

第６回
松本市動物愛護管理推進懇談会

資 料



本日の懇談会
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（報 告）

１ 前回以降の市の取り組みについて

⑴ 普及啓発について

⑵ 地域猫活動について

（懇 談）

１ 動物愛護センター機能のあり方について

⑴ 市が考える動物愛護センター機能

事務連絡
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（報 告）

１ 前回以降の市の取り組みについて



１-1 普及啓発について
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⑴ 令和５年12月以降に実施したもの

① 講演会「地域の猫問題を解決するために～人と猫が

共生し快適に暮らせる松本市を目指して～」

（松木信賢先生）

② 鑑札・注射済票の封筒に「犬の飼い主さんへ」（チ

ラシ）を封入

③ 狂犬病予防注射集合会場で注意喚起・啓発POPを掲

示

④ 保健所ホームページの掲載内容の見直し、新規追加

⑤ 動物の飼い方月間事業（駅前チラシ配布、ヤングス

クール）

⑥ ホームセンターによる掲示協力



１-1 普及啓発について
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① 講演会「地域の猫問題を解決するために～人と猫が共生し快適に

暮らせる松本市を目指して～」 松木信賢先生

【来場者アンケートより】

・猫のためと考えていたが、市民が生活

しやすくするためとして地域猫活動が

広がれば理解されやすいと気づいた。

・ＴＮＲをしてえさやりをしていますが、

トイレを用意することを知りませんで

した。

・猫の習性が分かって良かった。猫の飼

い主に苦情を直接伝えるのが難しい。

・飼い猫、飼われていない猫を問わない

不妊化手術の補助制度をつくるべき。

猫の被害で困っている市民、行政
担当者、福祉関係者、地域猫活動
を始めたばかりの活動者、すでに
活動しているボランティアなどが
参加
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① 講演会アンケート結果
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今後希望する講演会

「参考になった」 94％
「参考にならなかった」 0％

とても参考になった

76％

少し参考に

なった

18％
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参考になったか

参考にならなかった 0%
どちらともいえない 0%

災害対策、多頭飼育、猫に関する
テーマの希望が多い



１-1 普及啓発について
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② 鑑札・注射済票の封筒に「犬の飼い主さんへ」（チラシ）を封入

飼い始めと
年に一回の注射に合わせて
保健所からのメッセージを
伝える



１-1 普及啓発について
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③ 狂犬病予防注射集合会場で注意喚起・啓発POPを掲示

（今年度）
・来場者の目に触れるよう
にメッセージを掲示
・犬が排せつしたら飼い主
に声をかけた

（昨年まで）
・糞を放置して帰る
・片付けるよう注意すると
怒る飼い主も

・放置される糞が減少
・多くの飼い主が自ら気づ
いて片付けた



１-1 普及啓発について
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④ 保健所ホームページの掲載内容の見直し、新規追加

順番 現行 変更後

1 新しい飼い主を募集します（譲渡希望） 新しい飼い主の募集 変更

2 迷い動物の情報 ペットの迷子情報 変更

3 ペット（犬猫等）の情報 ペット（犬・猫等）の飼い方 変更

4 ペットの災害対策 同行避難と対策ガイドに分割 変更

5 犬の飼い主情報 犬の登録・狂犬病予防注射 変更

6 地域猫活動 新設

7 動物取扱業等の登録・許可 動物取扱業、特定動物等 変更

8 市の取組み 市の取組み

探したい内容がタイトルから見つけにくい

タイトルと内容を見直し



１-1 普及啓発について
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④ 保健所ホームページの掲載内容の見直し、新規追加

新規

 ペットを飼い始める前によく

考えましょう

 ペットから人に感染する病気

に気をつけましょう

 猫は室内で飼いましょう

 狂犬病を正しくしりましょう

 ペットの災害対策研修会

 犬・猫を飼えなくなったとき

更新

 松本市動物愛護管理推進懇談会

 地域猫の不妊去勢手術費を補助しています

 令和５年度地域猫の不妊去勢手術費の補助金

 地域猫活動を推進しています

 ペットが死亡したとき（旧タイトル：ペット

の火葬について）

 ペットの災害対策ガイド（旧タイトル：ペッ

トの災害対策）

 ペットと同行避難できるようにしておきま

しょう（旧タイトル：ペットの災害対策）

 令和６年度地域猫の不妊去勢手術費の補助金
知りたい内容、発信したい
内容に沿った表現に変更



１-1 普及啓発について
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⑤ 動物の正しい飼い方普及月間事業

JR松本駅前で長野県職員と一緒に
「ペットの災害対策」のチラシと
ウエットティッシュを配布

松本市「ヤングスクール」で
「ペットの飼い方講座」を実施
長野県動物愛護センター松澤先生
を講師に迎え、動物から得られる
癒しと飼い主の責任について講義。
高校生から70代まで参加。

様々な年代や、ペットを飼っていない
人も対象とした普及・啓発



１-1 普及啓発について
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⑥ ホームセンターによる掲示協力

ホームページを見ていない人（パソコンやスマホを持たない人）にも
保健所が発信する情報を見てもらえる

この店舗では、保護団体
による譲渡会が毎月一回
行われており、保護犬猫
に関心のある市民が多く
来場する

↓保健所が新しい飼い
主を募集している動物
の情報

↓行政が発行する、飼い方や
義務、飼い主のマナーに関す
る啓発チラシ
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１-２ 地域猫活動について

(1) 補助金の概要

対象の猫 市の登録を受けた団体が管理する地域猫

対象経費 市内の動物病院で実施する不妊・去勢手術費

補助額
メス猫（不妊手術）： 上限 16,500円
オス猫（去勢手術）： 上限 8,800円

(2) Ｒ５実績

ア 登録数

(ｱ)登録団体 21団体

(ｲ)登録地域猫 328匹

イ 手術頭数

(ｱ)メス 118匹

(ｲ)オス 86匹 計204匹

ウ 手術実施率 62.2％

エ 補助額 2,151,900円
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１-２ 地域猫活動について

(3） 効果

(4) 課題

ア 餌とトイレの管理の徹底

イ 周辺住民への周知

ウ 捕獲ができない個体をどうするか

エ 事務手続きの簡素化、事務処理のスピード

オ 実態把握

カ 手術費以外（餌代、治療費、寒さ対策）などの支援に関する要望

ア 糞尿被害が減った、活動していただいてありがたい、との声

イ 地域猫活動者、活動場所、経緯を市が把握できるようになった

ウ 「地域猫」という言葉が市民に知られるようになった
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（懇 談）

１ 動物愛護センター機能のあり方について



１-1 市が考える動物愛護センター機能
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(１) 動物の愛護及び管理に関する法律に基づき行う業務

（動物愛護管理センター）
第三十七条の二
都道府県等は、動物の愛護及び管理に関する事務を所掌する部局又は当該都道府県等が設置
する施設において、当該部局又は施設が動物愛護管理センターとしての機能を果たすように
するものとする。
２ 動物愛護管理センターは、次に掲げる業務（中核市及び第三十五条第一項の政令で定め
る市にあつては、第四号から第六号までに掲げる業務に限る。）を行うものとする。

一 第一種動物取扱業の登録、第二種動物取扱業の届出並びに第一種動物取扱業及び第二種

動物取扱業の監督に関すること。

二 動物の飼養又は保管をする者に対する指導、助言、勧告、命令、報告の徴収及び立入検

査に関すること。

三 特定動物の飼養又は保管の許可及び監督に関すること。

四 犬及び猫の引取り、譲渡し等に関すること。

五 動物の愛護及び管理に関する広報その他の啓発活動を行うこと。

六 その他動物の愛護及び適正な飼養のために必要な業務を行うこと。

松本市は長野県からの事務移譲も併せて一から六の全ての業務を実施



１-1 市が考える動物愛護センター機能
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機能 役割 Ｒ５件数

1 保護活動

・迷い犬、迷い猫、負傷動物の保護・収容 ３７頭

・負傷動物の治療 ８頭

・飼い主からの犬猫の引取り ４５頭

2 譲渡推進 ・新たな飼い主への犬猫の譲渡 ４６頭

3 普及啓発
・犬猫の正しい飼い方の周知
・ボランティア団体等との連携
・ボランティアの育成

―

4 相談支援

・動物に関する苦情・相談への対応
（うち、生活環境被害の苦情）

４０６件
（７３件）

・多頭飼育問題への対応
５件

(５２回)

5 危機管理

・被災したペットへの対応
・災害物資の備蓄
・日頃の防災意識の啓発
・動物由来感染症、狂犬病予防の周知

―

(２) 動物愛護センターの機能・役割
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(３) 動物愛護センターの機能・役割（イメージ）

セン
ター

保護

譲渡

啓発相談

危機
管理

・迷い犬、負傷動物の保護・収容
・負傷動物の治療
・飼い主からの犬猫の引き取り

・新たな飼い主への
犬猫の譲渡

・譲渡の支援

・犬猫の正しい飼い方の周知
・ボランティア団体等との連携
・ボランティアの育成

・動物に関する苦情・相談への対応
・多頭飼育問題への対応

・被災したペットへの対応
・災害物質の備蓄
・防災意識の啓発
・動物由来感染症の周知
・狂犬病予防の周知
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現状 課題

1-1
保健所で収容できない動物は、

ボランティアに引取りを依頼
→ ボランティアの負担が増加

1-2
負傷動物の治療は、獣医師会や

県に業務委託
→ 保健所での応急処置に限界

2
動物の譲渡を希望する市民は、

画像で譲渡対象の動物を確認
→ 譲渡手続きに時間と手間を要する

3
動物を使った正しい飼い方の

講習会が開催できない
→ 動物の習性の理解に限界

4
市民の来所による飼育相談に、

ペット同伴で対応できない
→ ペットの状況把握に限界

5-1
被災による放浪ペットの収容場所

がない
→ ボランティア等民間頼みの状態

5-2
放浪ペットの捕獲器やケージ、飼

育用品の災害物資の備蓄場所がない
→ 災害時に迅速な対応ができない

（２）市の現状と課題



事務連絡
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１ 今年度の主な予定

時 期 予 定

4月～ 地域猫の不妊去勢手術費の補助金 受付開始

4月15日～ 5月25日 狂犬病予防注射の集合注射 全４６回

6月 動物の正しい飼い方普及月間 ※県事業への協力

7月7日～7月31日 ペットの写真コンテスト募集・審査

9月1日 市総合防災訓練（中山地区）

9月 ペットの災害対策研修会(予定）

9月20日～ 9月26日 動物愛護週間 ペットの写真コンテスト入賞作品展示

11月 講演会(予定）

10月1日～12月31日 ガバメントクラウドファンディングの実施
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２ 議事録の確認のお願い
・後日、本日の議事録を松本市ホームページに掲載します。

・委員の皆様に、議事録（案）を郵送またはメールでお送りしますので、

ご確認をお願いします。

３ 第７回の懇談会について
・１１月に第７回懇談会の開催を予定します。

・１１月上旬を目途に、委員の皆様に日程をご連絡します。


